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　もし、授業をサボりまくっていた生徒
が生徒会長になったとして、生徒会が
うまくいくと思いますか？
　小沢一郎代表率いる民主党の印象
を、私はそんな例え話で説明する。
　もともと小沢代表は、党務には出席
しない、本会議などの政務にもめった
に姿を国会にもほとんど姿を現さない
ことで有名だった。代表となった今も、
ほかの民主党幹部と違い、本会議で
もほとんど見かけない。
　最近の衆議院本会議では、質問に
立つ民主党若手議員が必ずといって
いいほど、「小沢代表とともに政権交
代を！」と気勢を上げるのだが、肝心
の代表がいない。逆に「代表を出席さ

大阪10区
（高槻市・島本町）

【経歴】　
元産経新聞記者、

昭和46年、大阪生まれ、高槻市日吉台

六番町在住、家族は妻と長女　　　　
清風高校を経て早稲田大学商学部卒
【特技・趣味】
プロボクサーライセンス取得、空手初
段。ギター、オートバイ、魚・カメの
飼育、英語（ＴＯＥＩＣ Ａレベル）

させてからモノを言え」と、我々の野次
の餌食になるのは、気の毒ですらある。
　昨年九月の総選挙後、小泉内閣は
郵政民営化だけではなく、政府系金融
機関の統合に道筋をつけ、道路特定
財源に切り込み、行政改革推進法を
国会に提出した。民主党がこの改革競
争を上回るのは並大抵のことではない。
　小泉総理は先の総選挙で、もっとも
強力な支持基盤の一つであった郵政
関係団体と真正面から対立したが、小
沢代表にその気迫があるだろうか。
　もし、小沢民主党が今後、官公労の
支持を断ち切るほど「変わる」のであ
れば、手強い相手となるとは思うが。
(大阪日日新聞のコラム「永田町の風」より要約)


